
図書館　まちづくり
人・まち・図書館がつながる

135°立図書館プロジェクト

図書館×まちづくり会議メンバー
中間支援の役割を担う兵庫SPO支援センターの呼びかけで
兵庫県下の6つの図書館、まちづくりの有識者、実践家が加わり、
図書館の可能性と今後のあり方を探っています。

淡路市立図書館 磯井 純充 岡本 真
一般社団法人まちライブラリー代表理事 アカデミック・リソース・ガイド株式会社（arg）

あかし市民図書館 代表取締役大塚 毅彦
西脇市図書館 明石工業高等専門学校建築学科 教授 吉成 信夫
兵庫教育大学付属図書館 中嶋 貴子 元みんなの森ぎふメディアコスモス

総合プロデューサー大阪商業大学公共学部 准教授
洲本市立洲本図書館

李 貫一 小平 弥史
南あわじ市立図書館 NPO法人兵庫SPO支援センター代表 株式会社昭和設計 建築設計部主席

事務所：兵庫県洲本市本町7丁目2-25
TEL：0799-38-6310　FAX：0799-38-6312

https://spo.or.jp/

図書館×まちづくり
最新情報はこちら

当事業は「ひょうごボランタリー基金・中間支援活動助成金」を受けて実施しています。



図書館×まちづくり会議とは
兵庫県下の6つの図書館にまちづくりの学者・実践家が加わり、

図書館の可能性と今後のあり方を「まちづくり」「市民力」「地域課題解決」

「コロナ禍を受けての今後の図書館」の視点から探る取組みです

東経135度子午線がむすぶまち
淡路市立図書館 兵庫教育大学付属図書館

あかし市民図書館 洲本市立洲本図書館

西脇市図書館 南あわじ市立図書館

（

「

これまでの取り組み

2020.9.25

第1回会議
場所：あかし市民図書館

2017 年明石駅前にリニューアル
オープンしたあかし市民図書館の
「本のまちづくり×やさしいまち」
の取り組みや、磯井純充さんから
の「まちライブラリー」事例紹介を
もとに意見交換を行いました。

2020.10.19

第2回会議
場所：淡路市サンシャインホール

淡路市立津名図書館のアドバイザ
ーを務める岡本真さんの講演『産
官学民の共創社会』をもとにポス
トコロナにおける持続可能な「公
共」のあり方について、各図書館で
の事例や課題を
共有しました。

2020.11.6

第3回会議
場所：ぎふメディアコスモス

先進地視察として岐阜市立図書館
を擁するぎふメディアコスモスを
訪問し、施設の総合プロデューサ
ー兼館長（当時）の吉成信夫さんと
意見交換を行いました。

2021.2.9

第4回会議
オンライン）

西脇市図書館の取り組みを共有し、
大阪商業大学の中嶋貴子さんとこ
れまでの会議を振り返りながら、
日本の図書館の現状と「まちづくり
×図書館」の目指す図書館の機能を
整理しました。

2021.3.14

第5回会議
場所：淡路市立津名図書館

オープン間近の新津名図書館で、
新津名図書館の掟をみんなでつ
くろう」をテーマに各館の事例や
思いを持ち寄りました。淡路市民
とメンバーで、近未来の公共図書
館とまちづくりについてのパネル
ディスカッ
ションを行
いました。

2022～

・ 年1回のメンバー会議
・ まちづくりネットワーク
交流会（淡路市）

市民協働による地域課題解決型図
書館として、各図書館職員、ボラ
ンティア団体とともにイベントや
情報交換会の開催を重ねています。
2024年2月には洲本子ども第三の
居場所みらいえで高校生とメンバ
ーによる意見交換を行いました。

図書館×まちづくり会議で目指すこと
李 貫一　NPO法人 兵庫SPO支援センター代表

少子高齢化が進み、多くの課題に直面する日本において、新たなコミュニティのハブ
となる「場」が求められていると感じ、中間支援の重要性を認識し訴えてきました。
全国全地域にある図書館が地域の課題を解決するハブとなり、人とまちをつなぐこ
とで大きなインパクトを与えられると確信しています。今後も各図書館と連携し
ながら、市民力を活かした持続可能なモデルを創っていきます。

顔の見えるネットワークでステップアップ

図書館

まち

細川 量子さん
淡路市総務部 北淡事務所長兼市民窓口課長（2020年度～2022年度淡路市立東浦図書館長）

兵庫県淡路市立図書館では、まちづくりの一翼を担う市民協働による地域課題解決型
図書館として運営しています。その事業推進を加速・充実するための重要ポイントが
中間支援機能の役割。当館ではこの機能を活用し、多様な主体が分野を越え、顔の見
えるネットワークを広げながら、さらなるステップアップを目指しています。




